
松くい虫被害対策（樹種転換事業）の概要　塩尻市片丘

信州の森林づくり事業

保全松林緊急保護整備事業・みんなで支える里山整備事業（防災・減災）

塩尻市片丘

　松本地域では、平成12年度に安曇野市、麻績村で松くい虫被害が確認された後、北部から

南部へ拡大し、令和7年度には管内全域が被害市村となった。

　塩尻市片丘は、本地域東部の山麓を松本市から南下している松くい虫被害の先端地域と

なっていることから、この被害が諏訪方面や高標高地域への拡大防止を図るため、アカマツ

からカラマツや広葉樹などへ樹種転換を進めている。

　引続き、先端地域を重点とし樹種転換や伐倒駆除を組合せて、松くい虫被害の拡大防止を

図るとともに、アカマツ林の主伐・再造林を進めてアカマツ材の有効活用を図る。

補助事業名

施行箇所

概要

施行内容

今後の取組

現地視察資料

（単位：ha,千円）

年度 事業名 施行内容 面積 事業費 補助金額 備考

令和６年度 保全松林
人工造林、下刈り、

鳥獣害対策
10.24 97,137 67,996

令和７年度 保全松林
人工造林、下刈り、

鳥獣害対策、森林作業道
16.93 93,692 65,584

保全松林
人工造林、下刈り、

鳥獣害対策、森林作業道
8.61 61,813 43,269

みんなで支える

里山整備
更新伐、森林作業道 1.84 4,165 3,749 森林税

計 37.62 256,807 180,598
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（北から南へ山麓沿いに被害拡大）



アカマツ・広葉樹の混交林

（広葉樹の割合が多い）

更新伐

（アカマツのみを伐採・搬出）

天然更新

（残した広葉樹、

実生の広葉樹を育成）

アカマツ主体の森林

（広葉樹の割合が少ない）

人工造林

（アカマツを伐採・搬出後、

カラマツや広葉樹を植栽）

人工林

（カラマツや広葉樹（コナラ

等）を育成）

更新伐1.84ha
（森林税）

人工造林2.61ha

松くい虫被害対策(樹種転換事業)の事例 ～塩尻市片丘弓張団地～
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